
町の人口と世帯数

男7，168人

人口女7,402人

計14,570人

世帯数3,850世帯
(S56.4.30現在）
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「
ボ
ク
ら
の
畑
だ
ぞ
」

去
る
５
月
７
Ｈ
に
、
モ
デ
ル
学
童

農
園
が
川
倉
地
区
に
開
設
さ
れ
、
川

倉
小
学
校
児
童
約
百
人
が
苗
の
植
え

付
け
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
農
園
は
、
社
会
生
活
環
鏡
の

変
化
か
ら
児
童
ら
が
農
業
に
親
し
む

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

自
ら
が
農
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
作
業
の
苦
し
み
や
、
収
穫

の
喜
び
、
農
業
生
産
の
し
く
み
な
ど

を
学
習
さ
せ
よ
う
と
い
う
ネ
ラ
イ
で

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

慣
れ
な
い
農
作
業
に
最
初
は
戸
惑

い
気
味
の
良
い
子
た
ち
も
、
普
及
所

長
さ
ん
ら
の
指
導
で
ト
マ
ト
・
ナ
ス
、

メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の
苗
を
一
本

一
本
上
手
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

み
ん
な
真
剣
な
表
情
で
、
早
く
も
秋

の
収
穫
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
作
業

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た

野
菜
や
果
物
は
、
同
校
の
給
食
な
ど

に
利
用
す
る
そ
う
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
／

／
モ
デ
ル
室
暑
辰
園

●

… －＝ｰ＝＝ ー一画一
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み

あなたの町から、

こんなにもこ．みが

出ています．

女坂新ごみ捨て

●

金
木
町
で
は
各
関
係
の
協
力
こ
の
日
の
作
業
で
町
全
体
が
ま

を
得
て
、
去
る
四
月
↓
千
八
川
た
一
段
と
春
ら
し
く
さ
わ
や
か

午
前
六
時
か
ら
町
内
一
円
に
わ
に
な
り
ま
し
た
。

た
り
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
腰
洲
し
、
国
道
沿
い
も
清
掃

空
か
ん
や
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
な
同
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

ど
を
一
柿
し
ま
し
た
。
は
金
木
町
赤
十
字
奉
仕
凧
と
連

朝
早
く
か
ら
と
あ
っ
て
参
加
合
婦
人
会
に
よ
っ
て
、
嘉
瀬

者
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
ｌ
金
木
間
の
側
道
三
二
九
号
線

金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
金
四
キ
ロ
に
わ
た
り
、
道
路
ぞ
い

木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
老
人
の
空
か
ん
や
ゴ
ミ
な
ど
が
一
州

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
連
合
婦
人
会
、
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
が
年
団
、
役
甥
か
ら
は
こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
こ

田
中
町
長
を
は
じ
め
職
風
、
そ
れ
か
ら
秋
ま
で
、
あ
と
二
度
ほ

れ
に
一
般
町
民
を
加
え
、
総
勢
ど
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
三
百
人
が
参
加
し
、
芦
野
公
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

鬮
、
各
町
内
の
道
路
、
側
満
な
い
し
ま
す
。

ど
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
ク
リ

Ｉ
ン
作
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。ビ
ニ
ー
ル
袋

を
片
手
に
滴
掃

作
業
を
し
た
参

加
者
た
ち
は
、

無
神
経
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
空

か
ん
や
び
ん
な

ど
を
も
く
も
く

と
ゴ
ミ
袋
に
入

れ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
の

量
に
驚
い
て
い

た
様
子
で
し
た
。

●
「
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会

（
会
長
Ｉ
木
村
治
利
）
」
は
、

郷
土
の
い
ろ
い
ろ
な
史
峨
や
方

言
民
話
な
ど
を
調
盃
研
究
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五

十
年
に
金
木
町
嘉
瀬
地
区
の
有

志
二
十
二
名
で
設
立
さ
れ
た
郷

土
史
研
究
剛
体
。
こ
れ
ま
で
に

柿
本
人
應
に
因
ん
だ
人
丸
神
石

安
憧
所
跡
や
天
川
飢
鯉
の
イ

ゴ
ク
穴
跡
な
ど
嘉
瀬
地
区
の
史

蹴
十
ヶ
所
に
標
柱
を
設
世
す
る

な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

る
が
、
こ
の
ほ
ど
総
会
を
開
き
、

剛
現
勵
凰
琶
奉
唱

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会

嘉
瀬
民
沽
の
探
求
、
古
老
の

伝
承
の
集
録
、
中
柏
木
地
域
の

実
態
調
査
を
行
う
こ
と
を
決
め

た
ほ
か
、
会
員
が
こ
れ
ま
で
分

担
し
て
調
査
研
究
し
た
成
果
を

本
（
会
誌
）
に
ま
と
め
て
発
表

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
内
容

は
「
イ
ゴ
ク
穴
」
と
天
明
飢
鯉
、

嘉
瀬
八
幡
考
察
、
上
方
見
物
紀

行
録
、
柿
本
人
麿
と
「
伊
呂
波

歌
」
な
ど
豊
富
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
Ｂ
５
版
、
八
十
ぺ
ｌ

ジ
、
関
係
者
か
ら
刊
行
が
待
た

れ
て
い
ま
す
。

(2）
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町
で
は
、
金
木
町
褒
岱
規
則

に
基
づ
い
て
、
褒
賞
審
査
会
を

開
き
、
審
査
の
結
果
、
四
月
二

十
六
日
午
前
十
時
よ
り
役
場
会

議
室
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
か
た

』一

が
た
に
金
盃
を
贈
り
褒
倣
し
ま

し
た
。※
（
）
内
は
主
な
功
紙
及

び
通
算
在
職
年
数

●

秋
元
武
治
（
識
貝
吃
年
）
野

呂
郁
三
（
町
職
貝
卯
年
）
角
田

昭
次
（
同
）
白
川
律
臣
（
同
）

白
川
昭
夫
（
同
）
前
多
栄
子
（

同
）
今
ひ
さ
（
同
）
竹
内
良
子

（
病
院
職
員
加
年
）
松
江
陽
子

（
同
）
斉
藤
謙
一
（
同
）
今
し

げ
（
同
）
佐
藤
ミ
キ
子
（
同
）

神
品
忠
雄
（
行
政
協
力
委
只
昭

年
）○

文
化
関
係

嘉
瀬
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
教
育

振
興
）

○
産
業
関
係

長
内
誠
三
（
商
工
振
興
加
年
）

土
岐
輝
雄
（
交
通
安
全
協
会
役

員
過
年
）
金
木
自
動
車
学
校
（

安
全
運
転
管
理
、
教
育
指
導
）

《
自
治
功
労
褒
賞
》

《
特
別
功
労
褒
賞
》

今
年
度
の
行
政
協
力
委
典
は

次
の
と
お
り
で
す
。

金
木
（
本
町
）
外
崎
慶
造
（

栄
町
）
田
中
豊
忠
（
田
町
）
棟

方
た
か
（
南
新
町
）
山
崎
昭
二

（
上
山
道
町
）
白
川
昭
夫
（
中

山
道
町
）
金
三
郎
（
下
山
道
町

）
小
野
元
靖
（
美
晴
町
一
区
）

鳴
海
昭
治
（
同
二
区
）
藤
元
政

之
助
（
昭
和
町
一
区
）
津
島
金

太
郎
（
同
二
区
）
米
塚
勝
春
（

神
明
町
一
区
）
大
橋
行
雄
（
同

二
区
）
成
田
岻
逸
（
朝
日
町
一

区
）
田
中
勇
治
（
同
二
区
）
斉

藤
正
利
（
北
新
町
）
商
橋
勝
治

（
小
川
町
一
区
）
加
駕
谷
正
三

（
同
二
区
）
福
山
光
延
（
米
町

）
田
中
美
智
雄
（
川
端
町
）
野

宮
清
（
寺
町
）
藤
元
昭
造
（
芦

野
町
）
中
村
吉
永
（
浦
町
）
佐

々
木
勇
（
新
富
町
）
山
田
幹
雄

（
若
松
町
一
区
）
白
川
正
照
（

同
二
区
）
鈴
木
尊
司
（
同
三
区

○
福
祉
関
係

白
川
滴
一
（
民
生
委
員
鴫
年
）

石
戸
谷
定
一
同
）
工
藤
賢
治

（
同
）
○
消
防
関
係

昭
和
五
十
六
年
度

行
政
協
力
委
員
決
ま
る

●
白
川
鉄
夫
（
消
防
団
員
訓
年
）

新
岡
無
代
一
（
同
）
成
岨
太
（

回
中
村
勝
治
（
同
）
西
村
晃

一
（
同
）

）
小
野
賢
一
郎
（
同
四
区
）
原

田
和
宣
（
兄
崎
町
）
白
川
富
志

博
（
三
軒
町
）
白
川
勝
雄
（
上

沢
部
）
工
藤
正
兄
（
下
沢
部
）

白
川
末
文
（
旭
ヶ
丘
一
区
）
北

沢
満
一
（
同
二
区
）
須
郷
久
衛

（
大
東
ヶ
丘
）
鈴
木
定
五
郎
（

雲
雀
ヶ
丘
団
地
）
葛
西
定
雄
（

芦
野
団
地
一
区
）
木
村
キ
ミ
ヱ

（
同
二
区
）
逢
坂
昭
子
（
朝
日

凹
地
）
鎌
田
公
平

蒔
田
（
上
蒔
田
）
田
中
重
隆

（
下
蒔
田
）
白
川
兵
蔵

神
原
（
神
原
）
前
田
豊
一

藤
枝
（
上
藤
技
）
工
藤
善
四

郎
（
中
藤
技
）
工
藤
武
一
郎
（

下
藤
技
）
工
藤
良
村

川
倉
（
湯
の
川
）
三
潟
森
蔵

（
林
下
）
中
谷
豊
年
（
向
道
）

泉
谷
イ
マ
（
女
坂
）
中
谷
孫
一

（
上
宇
田
野
）
中
谷
一
郎
（
下

宇
田
野
）
中
谷
幸
江
子

嘉
瀬
（
雲
雀
野
団
地
）
神
島

俊
治
（
東
町
）
沢
田
繁
八
（
上

小
栗
崎
）
松
川
武
美
（
中
小
栗

崎
）
神
島
忠
雄
（
下
小
栗
崎
）

伊
藤
哲
彦
（
上
派
立
）
小
田
桐

喜
吉
（
中
派
立
）
阿
部
重
蔵
（

下
派
立
）
秋
村
米
太
郎
（
上
新

町
）
須
崎
京
二
（
下
新
町
）
今

兼
春
（
上
昭
和
町
）
津
田
秀
彦

（
下
昭
和
町
）
沢
Ⅲ
茂
（
本
町

）
原
田
清
治
（
冷
水
）
今
喜
代

治
（
車
町
）
山
中
徳
一
（
畑
中

）
鳴
海
秀
次
（
後
町
）
山
中
繁

（
上
古
町
）
鳴
海
哲
助
（
下
古

町
）
舛
甚
半
四
郎
（
新
誠
町
）

木
村
勇
治
（
新
提
町
一
区
）
山

中
幸
男
（
同
二
区
）
木
下
勝
四

郎
（
上
鍛
治
町
）
沢
田
定
義
（

下
鍛
治
町
）
神
島
恵
之
助

中
柏
木
（
上
中
柏
木
）
成
田

逸
（
下
中
柏
木
）
西
村
秀
男

書
良
市
（
更
生
部
落
）
新
岡

喜
代
一
（
西
岩
見
町
）
桑
田
喜

代
成
（
束
岩
見
町
）
桑
田
政
次

郎
（
林
町
）
岡
田
浦
光
（
野
崎

）
宮
崎
初
太
郎
（
北
本
町
）
西

村
晃
一
（
下
派
立
）
三
上
菊
次

郎
（
上
派
立
）
桑
田
光
雄
（
南

本
町
）
三
上
ユ
キ
子
（
上
柏
木

）
加
藤
弥
一
郎
（
下
柏
木
）
中

村
利
宗
（
下
町
）
古
川
清
右
ェ

門
（
川
端
町
）
今
重
雄
（
双
葉

町
）
小
山
内
武
美

(3）
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公
選
法
の
一
部

ま
し
た
。
町
民

に
、
特
に
関
係

の
あ
る
も
の
は

次
の
と
お
り
で

す
。▼
後
援
会
の
邪

務
所
や
連
絡
所
を
示
す
ポ
ス

タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
全

面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
は
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

明
る
く
、
金
の
か
か
ら
な

い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、

公
選
法
の
一
部
が
政
正
さ
れ

ま
し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ん

ハ
ッ
ケ
ヨ
ー
イ
ク
・

少
年
相
撲
教
室

た
だ
ち
に
は
が
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▽
後
援
会
事
務
所
や
連
絡
所
を

示
す
立
札
や
石
板
の
数
が
、
候

補
者
一
人
に
つ
き
、
選
挙
の

種
類
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
衆
議
院

議
員
十
五
枚
、
参
議
院
議
員
（●

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

開
講
式
に
は
田
中
豊
蔵
町
長

も
出
席
し
「
相
撲
を
通
じ
て
自

分
自
身
を
鍛
え
、
立
派
な
社
会

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

こ
の
あ
と
識
師
の
泉
谷
久
治

氏
の
指
導
で
、
チ
ビ
ッ
子
た
ち

嘉
瀬
小
学
校
の
昭
和
五
十
五

年
度
卒
業
生
一
同
が
卒
業
記
念

に
と
、
い
ち
い
（
お
ん
こ
）
の

木
七
十
本
を
同
小
学
校
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
そ
し
て
去
る
４
月

二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
、
卒

業
生
や
父
兄
方
約
百
名
の
参

加
で
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
母
校

地
方
区
）
十
八
枚
、
（
全
国
区

）
青
森
県
は
十
八
枚
、
知
事

十
八
枚
、
鼎
談
会
議
貝
六
枚
、

町
長
お
よ
び
町
議
会
議
員
四

せ
ん
。
詳
し
い
こ
と
は
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
が
記
念
植
樹

枚
、
い
ま
ま
で

の
立
札
や
石
板

は
新
し
い
証
票

を
は
ら
な
け
れ

ば
立
て
ら
れ
ま

は
み
ん
な
は
だ
か
に
ま
わ
し
を

つ
’
け
、
相
撲
の
基
本
な
ど
を
元

気
い
つ
ぱ
い
に
学
ん
で
い
た
。

｝
」
の
相
撲
教
室
は
十
月
ま
で

毎
月
二
回
、
夏
休
み
の
八
月
だ

け
は
六
回
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

嘉
瀬
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
周
囲
に
、
記
念
の
植

樹
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
午

前
中
、
小
雨
ま
じ
り
の
天
気
で

心
配
さ
れ
た
が
、
午
後
に
な
っ

て
雨
も
あ
が
り
、
卒
業
生
や
父

兄
方
関
係
者
た
ち
は
ほ
っ
と
し

て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
卒

業
生
た
ち
は
六
年
間
学
び
、
思

い
出
の
し
み
こ
ん
だ
母
校
に
対

す
る
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
中

学
校
生
活
へ
の
希
望
を
胸
に
い

だ
い
て
、
植
樹
し
た
木
が
す
ぐ

す
ぐ
育
つ
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

し
た
。

●

（
４
月
）

田
中
健
一
（
亮
二
金
木

山
中
真
奈
美
（
浩
）
ヶ

福
長
史
洋
（
久
男
）
〃

沢
田
真
由
美
（
久
）
嘉
瀬

伊
藤
和
徳
（
哲
徳
）
〃

関
昌
平
（
憲
治
）
金
木

鳴
海
敦
子
（
由
春
）
嘉
瀬

鳴
海
慎
吾
（
喜
栄
）
〃

鳴
海
慎
仁
（
〃
）
〃

須
崎
香
織
（
昭
美
）
〃

大
橋
真
悟
（
敏
雄
）
金
木

斉
藤
祐
（
幸
雄
）
〃

徳
田
雅
文
（
重
）
蒔
川

白
川
里
美
（
護
）
沢
部

白
川
真
美
（
登
喜
雄
）
川
倉

吉
崎
弘
美
（
弘
光
）
嘉
瀬

今
義
仁
（
正
志
）
喜
良
市

中
村
真
（
正
）
〃

米
谷
貴
之
（
茂
）
金
木

－ご誕生‐

おめでとう

蟻
前
田
幸
喜
（
喜
一
郎
）
神
原

白
川
明
香
（
光
正
）
川
倉

伊
藤
健
司
（
武
二
嘉
瀬

奈
良
友
裕
（
雄
二

古
川
裕
子
（
辰
則
）
喜
良
市

斉
藤
香
織
（
岩
憲
）
嘉
瀬

佐
藤
英
輔
（
雅
光
）
金
木

〆一、〆一、一、

佐工津白秋北
藤藤島川元島

真孝典睦栄
紀則子徹代一

へ～へ～′一､政

織纒昇二
一一一雄一鯵
茨金金、-〆神ケ
城沢沢
県木木部原町

（
栂
蕊
葬
姦
諦

〆一～〆一、〆一ヘ〆一、〆ー、〆一、

伊神三神三宮館白間今古天
藤島橋上内山川川坂
百すき日

益鉄良兼合静み拓よ宏秀出
美三子義子夫子治み毅子勝

へへ

霊譲露霊辮桑蒙､_～ーー、_～郎巳郎逃塗道
一一

嘉五稲喜愛板川新嘉喜森
〃所垣良媛柳潟良田
瀬市村市県町倉県瀬市村

－ご結婚一

おめでとう

〃
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十周年記念発展誓う
金木町朝野球協会

「
う
ま
ぐ
は
い
ら
れ
え
な
’
」

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
熱
が
お
年
寄
初
の
試
み
と
あ
っ
て
、
こ
の

り
の
間
で
急
速
に
盛
り
上
っ
て
日
は
小
泊
村
教
青
委
員
会
か
ら

い
る
こ
と
で
去
る
５
月
Ｍ
日
に
鍜
師
を
招
い
て
ル
ー
ル
の
説
明
、

芦
野
グ
ラ
ン
ド
で
お
年
寄
り
約
実
技
の
指
導
等
を
し
て
も
ら
い

鋤
人
が
集
ま
り
識
習
会
が
行
わ
プ
レ
ー
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
気
も
よ
く
、
お

睦
迦
鋪
洲
篭

金
木
町
朝
野
球
協

会
の
十
周
年
記
念
式

典
が
五
月
十
日
中
央

公
民
館
に
田
中
町
長

（
同
協
会
々
長
）
は

じ
め
関
係
者
百
三
十

人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
十
年
の
あ
ゆ
み

を
基
盤
に
明
る
い
健

康
な
町
づ
く
り
に
貢

献
し
一
肘
の
発
展
を

誓
い
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り

町
営
牧
場
の
放
牧
始
ま
る

共
同
利
用
模
範
牧
場

共
同
利
用
模
範
牧
場
で
牛
の
５
回
目
と
な
り
、
関
係
者
ら
の

放
牧
が
５
月
晦
日
開
始
さ
れ
ま
牛
を
追
う
姿
も
な
か
な
か
の
も

し
た
。
昭
和
五
十
二
年
か
ら
始
の
で
す
。
そ
の
牛
の
中
に
は
、

め
ら
れ
た
こ
の
放
牧
も
今
川
で
長
い
間
厩
舎
の
中
に
こ
も
っ
て

◎
十
年
迎
統
州
場
チ
ー
ム
栄
一
鴫
海
正
刺

中
谷
石
油
ク
ラ
ブ
下
山
自
◎
協
会
迩
営
功
労
行

動
車
農
政
局
小
田
川
大
橋
睦
夫
福
長
勝
義
中

◎
十
年
連
続
出
場
選
手
村
正
造
田
中
一
彦
白
川
国

川
口
澗
松
石
川
孝
弘
一
治
沢
田
達
男
野
禽
健
一

戸
征
雄
白
川
民
雄
船
場
塚
塚
本
文
一
足
野
秀
喜
小
野

則
中
村
健
男
角
田
昭
次
元
端

田
中
勇
治
門
間
勇
悦
角
川
◎
鼎
大
会
出
場
チ
ー
ム

省
逸
中
村
義
和
泉
谷
久
友
中
谷
石
油
脈
田
で
ん
き

藤
井
誠
佐
藤
雅
光
藤
谷
重
◎
特
別
功
労
者

彦
下
山
滴
臣
西
村
伸
逸
藤
井
清
一
中
谷
亭
三
上

石
岡
仁
山
中
弘
海
池
田
裕
・
修
二
伊
藤
徳
治

白
川
勝
信
工
藤
繁
勝
工
藤
◎
感
謝
状

●

う
で
な
か
な
か
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ

ら
ず
、
講
師
や
他
の
お
年
寄
り

に
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
も
ら
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
番
号
を
呼

ば
れ
た
ら
手
を
上
げ
て
大
き
く

返
躯
を
す
る
こ
と
と
い
う
識
帥

の
言
葉
に
、
グ
・
ラ
ン
ド
の
端
ま

で
聞
こ
え
る
よ
う
な
声
で
返
礪

し
、
こ
の
円
ば
か
り
は
ま
る
で

童
心
に
か
え
っ
た
よ
う
で
、
お

年
を
忘
れ
て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

い
た
た
め
、
開
放
さ
れ
た
喜
び

な
ど
が
こ
の
川
に
一
気
に
爆
発

し
た
よ
う
で
追
い
つ
迫
わ
れ
つ

と
い
う
場
伽
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
春
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

子
牛
も
、
約
二
百
顕
近
い
牛
に
ま

じ
っ
て
、
初
め
て
の
放
牧
に
驚

き
あ
わ
て
て
い
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
値
れ
、
行
々
と
し
た
牧
草
地

を
ｎ
の
前
に
し
て
元
気
い
っ
ぱ

い
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
谷
石
油
店
（
十
年
に
わ
た

り
聯
務
Ｍ
と
し
て
薗
献
）

●
へへへへ〆一、へ一ベヘへ〆ヘヘヘヘヘ

花沢描山竹共宇大大工斉佐小山徳札｜原牧秋福順沢加鎌成勝恕佐

II1田士本胤田W機誓藤リ"M|'!'''m')M野元沢illl川藤ﾛ1IHHIj通藤
蝶灘季敏鑿霊些謹轄無鑿鶚撫襲灘
壷蕊垂望塗雲逵蕊謬議塞蕊蕊雲
倒金一~参中木川埼悪埼一五喜束認束､-≠ー柵一弘中五三一悪横碍弘
lll金剛造玉良玉金所良京京鶏慕砿ル班前柏所亜嘉良浜良前
町木木町町倉リ!↓巾県木市市都瀬都瀬瀬ﾘ1L瀬市木巾リ,L瀬市市IIji1J

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

小
倉
秀
高

川
中
マ
ョ

近
藤
元
二

白
川
源
太
郎

三
潟
友
作

涛
村
を
な

大
川
助
一

角
川
平
三
郎

櫛
引
ミ
ネ

（
概
鞘
謬
悪
編

（
繍
患
醗
蟻
毒
鍬

（
》
上
富
唖
識
哩
率
盤
酔
窪
袖

（
雑
榊
由
》
一
噸
酔
一
轄
率
蹄

（
祁
州
句
読
一
癖
埜
韓
森
林

（
卸
御
三
錘
認
一
睡
塞
癖
佃
蹄

お
軋
や
げ
く
あ
bみ－

fます

塁
髄

へへへへへへへへへ

867372757974817467

才才才才才才才才才
菅､一－～〆ー酋酋一一

金嘉川蒔葛金嘉
〃多 良
木瀬倉HI市木瀬
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割
や
ｑ
虹
、
埜
亜
型
ａ
ｎ
丸
宅
ｑ
Ｑ
細
心
幻
戟
式
黄
Ｑ
Ｑ
Ｑ
式
智
弘
Ｎ
Ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
●
制

お知らせ溌溌瀧溌龍鬮
闇

驚 溺
闇

憩
蕊i・聖

〃

黄綬褒章受章
亜
目
筒
上
脚

叩
Ｔ
詩
》
又
凶
．

45年間の曲げ物人生の中で数々の賞を受尚

し今回も、その道一筋に尽くしてきた人に昭

られる黄綬褒章を受章された。

数ある受賞の中で一番うれしかった賞は？

「どの徴もみんな受けられるだけで光栄です。

その中でもやはり一昨年、労働大臣から受け

た卓越技能章が一器うれしかった｡」

青森ﾘ,L特産の|]本三大美林の一つ、ヒバを

使った伝統工芸§曲げ物ミの灯をこれからも

守り続けてほしいものですね。

”
ｐ
心
？
昌
乙
か
噌
唆
５
や
陸
哩
嗜
Ｄ
Ｐ
睦
這
曙
芯
⑲
昭
雰
令
や
堂

と
侭
恵
む
＆
で
◇
Ａ
け
や
且
百
皿
で
Ｈ
碑
箔
？

-L
蕊
輿
淵
歌
謡
蛎
論
譜
海

---’

金木町金木芦野使った伝統工芸､'''1げ物ミ
曲げ物製造業 守り続けてほしいもので司

丹場多左衛門さん
････．｡．｡｡｡･･･.､Coo････････・・・｡････oo6eee“0G代GeGeG

お知らせ斑
●

教室講座のご案内
中央公民館

口茶華道教室

第2、4木硴日18:30～21:00

ロヨガ健康教室

第2、4金曜日13:30～15:00

口藤工芸教室

第2、4水曜日13：00～15:00

口将棋教室・ピアノ教室

第2、4土暇日13:00～16:00

□ふるさとの踊り

第1，3木IWI113:00～15:00

※ll1込み、｜ﾊlい合せは公民館まで

（き③3581）

印鑑登録証明が
変わります

人権・擁護相談
b対象再良巾地Ⅸl111.lj&

しとき6月25II(*)

’ところ寓良11j生活改善センター

b杣談幽町人椎擁謹委員

法務ﾊj支1,j踵

7月11Iから、印鑑登録、証

明の方法が変わります。

新しい制度では、印鑑登録を

した人にはミ印鑑登録証を発

行し、以後は、この登録証で印

鑑証I職をとることになります。

登録された印影を複写した証

明苫を交付することによって印

鑑による事故を防ぐと|可時に事

務処理のスピードアップを図る

ものです。

なお、7月以降、新たに印鑑

登録をする人は新制度による登

録となりますが、現在印鑑登録

をしている人は、7ノllllから

役場町民課で登録替えの手続き

をしてください。

この新制度は本庁だけで行う

ことになっています。

※詳しいことは役場町民課まで

お尋ね下さい｡(念③2111016番）

昭和56年度の

2等陸･海･空士の募集

口応募資格

18才以上25才未満のH本IEl籍を有

する者で中学校卒業程度の学力を

有する者

口試験科目

筆記試験「国話（作文を含む）

数学、社会」

身体検査

適性検査及び口述試験

※詳しいことは役場町民課までお尋ね

ください。

（念③2111内線15･16)

･

）（ お詫び

先月号で老人福祉センターの営業時

間をお知らせしましたが、午前9時か

ら午後8時までですので訂正しお詫び

致します。

○無線機は免許を受けて使いましょう

○ハイパワー市民ラジオの使用は違法です

○アマチュア局には無線従邸者の資格が必要です

○他人の通信の傍受盗用は禁じられています

’
不法電波を

なくするために

電波法違法防止旬間
6月1日～6月10B

合三一一

…
ー … …

〆,
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